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基
幹
化
す
る
非
正
社
員 

　
　
　
―
多
様
化
と
そ
の
行
方
― 

　
パ
ー
ト
、派
遣
労
働
者
、契
約
社
員
な
ど
の
「
非
正
社
員
」
は
、人
件
費
コ
ス
ト
削
減

の
有
効
な
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
、「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
不
況
期
に
急
増
し
た
。 

　
し
か
し
、こ
の
間
、非
正
社
員
の
活
用
方
法
が
多
様
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、企
業
の

中
で
欠
か
せ
な
い
高
度
な
業
務
や
基
幹
的
な
仕
事
を
担
う
層
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。 

　
今
号
の
特
集
で
は
、当
機
構
の
調
査
な
ど
を
も
と
に
、需
要
側
・
供
給
側
の
両
方
か

ら
多
様
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、現
状
に
潜
む
課
題
も
浮
き
彫
り
に
す
る
。 

非
典
型
雇
用
労
働
者
の
増
加
と
政
策
対
応

非
典
型
雇
用
労
働
者
の
増
加
と
政
策
対
応 

非
典
型
雇
用
労
働
者
の
増
加
と
政
策
対
応 

統
括
研
究
員
　
岩
田
　
克
彦 

特 集 
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（出所）厚生労働省「1999年就業形態の多様化に関する総合実態調査」 

非
典
型
雇
用
労
働
者
の
増
加
と
政
策
対
応 

図1　男女別非正規就業者の割合の推移 
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（出所）　総務省統計局「2002年就業構造基本調査結果の要約」 
　　　　（http://www.stat.go.jp/data/shugyou/2002/kakuhou/youyaku.htm) 
 

表1　性・就業形態別労働者割合（％） （　　）は非正社員を「１００％」としたときの割合 

男女計　100.0 
 

男　　100.0 
女　　100.0

0.7 
（2.5） 
0.8 
0.6

1.1 
（3.9） 
0.6 
1.8

1.3 
（4.6） 
1.8 
0.4

5.8 
（21.0） 

2.6 
10.7

14.5 
（52.9） 

5.2 
28.9

1.8 
（6.7） 
1.8 
2.0

2.3 
（8.4） 
2.1 
2.6

27.5 
（100.0） 

14.9 
47.0

72.5 
 

85.1 
53.0

正社員 非正社員 
契約社員 出向社員 派遣 その他 臨時雇用 

短時間 
パート 

その他 
パート 

（非正社員の就業形態） 

   

は
じ
め
に 

 

　
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
派
遣
労
働
者
、

契
約
社
員
な
ど
、
非
典
型
（
非
正
規
）

雇
用
労
働
者
―
―
い
わ
ゆ
る
正
社
員
以

外
の
労
働
者
が
近
年
急
増
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
就
業
形
態
の
多
様
化
は
、
労

働
者
の
生
涯
設
計
、
企
業
の
雇
用
管
理
、

労
使
関
係
、
そ
し
て
労
働
政
策
の
枠
組

み
な
ど
多
く
の
分
野
に
広
範
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
日
本
労
働
研
究
機
構

の
調
査
研
究
報
告
書
「
非
典
型
雇
用
労

働
者
の
多
様
な
就
業
実
態｣

（
二
〇
〇

三
年
七
月
）
は
、
旧
労
働
省
「
就
業
形

態
の
多
様
化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査｣

（
一
九
九
四
年
、
九
九
年
）
の
個
票
分

析
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
非
典
型
雇
用
労

働
者
の
多
様
な
就
業
実
態
を
多
面
的
に

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
分

析
を
紹
介
し
つ
つ
、
望
ま
れ
る
政
策
対
応
を

考
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
、
執

筆
者
の
み
で
出
典
を
挙
げ
て
い
な
い
場
合
は
、

上
記
報
告
書
所
収
論
文
を
指
す
。 

   

１
．多
様
な
就
業
形
態
の
進
展 

 

　
非
典
型
雇
用
労
働
者
の
増
加
の
現
状
を
、

「
就
業
構
造
基
本
調
査｣

（
総
務
省
統
計
局
）

で
見
て
み
よ
う
。
雇
用
者
に
占
め
る
「
非
正

規
就
業
者
」
の

割
合
を
男
女
別

に
み
る
と
、
一

九
九
七
年
か
ら

二
〇
〇
二
年
に

か
け
て
男
性
は

一
〇
・
一
％
か

ら
一
四
・
八
％

に
、
女
性
は
四

二
・
二
％
か
ら

五
〇
・
七
％
へ

い
ず
れ
も
大
き

く
上
昇
し
て
い

る
。
長
期
的
に

み
て
も
「
非
正

規
就
業
者
」
の

割
合
は
上
昇
を

続
け
て
い
る
が
、

こ
の
五
年
間
は

そ
の
傾
向
が
男

女
と
も
顕
著
と

な
っ
て
い
る
（
図

１
）。 

　
就
業
形
態
別

状
況
は
、
旧
労

働
省
「
一
九
九

九
年
就
業
形
態

の
多
様
化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査
」
で
み

る
の
が
い
い
。
本
調
査
の
調
査
対
象
は
、
事

業
所
調
査
は
、
常
用
雇
用
五
人
以
上
の
一
万

五
〇
〇
〇
事
業
所
、
個
人
調
査
は
、
上
記
事

業
所
調
査
の
調
査
対
象
事
業
所
に
就
業
し
て

い
る
労
働
者
約
三
万
人
で
、
事
業
所
調
査
、

個
人
調
査
と
も
に
無
作
為
抽
出
と
な
っ
て
い

る
。
多
様
な
形
態
で
の
雇
用
実
態
に
つ
い
て

は
、
わ
が
国
に
お
け
る
最
も
包
括
的
で
大
規

模
な
調
査
統
計
で
あ
る
。 

　
本
調
査
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
非
正
社
員

の
割
合
は
、
二
七
・
五
％
と
約
三
割
で
、
特

に
女
性
の
中
で
の
ウ
エ
ー
ト
は
四
七
・
五
％

と
半
数
近
く
ま
で
な
っ
て
い
る
。
女
性
の
中

で
は
、
短
時
間
パ
ー
ト
（
正
社
員
よ
り
一
日

の
所
定
労
働
時
間
な
い
し
所
定
労
働
日
数
が

短
い
者
）
が
二
八
・
九
％
、
そ
の
他
の
パ
ー

ト
（
正
社
員
と
所
定
労
働
時
間
・
所
定
労
働

日
数
が
ほ
ぼ
同
じ
者
）
が
一
〇
・
七
％
と
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
多
い
。
契
約
社
員
、
派
遣

労
働
者
と
も
無
視
で
き
な
い
ウ
エ
ー
ト
を
占

め
て
い
る
（
表
１
）。 

   

２
．非
典
型
雇
用
労
働
者
の
特
徴 

 

　
筆
者
と
藤
本
隆
史
氏
（
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
臨
時
研
究
助
手
）
の
共
同
論
文
等

に
基
づ
き
、
非
典
型
雇
用
労
働
者
の
特
徴
を

挙
げ
よ
う
。
第
一
に
、
現
在
の
就
業
形
態
に

つ
い
た
理
由
を
み
る
と
、「
家
計
の
補
助
、
学

資
等
を
得
る
た
め｣

（
三
四
・
二
％
）、
「
自

分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
働
け
る
か
ら｣

（
三

二
・
八
％
）
な
ど
、
現
在
の
就
業
形
態
を
任

意
的
に
選
択
し
て
い
る
者
が
多
い
。
「
正
社

員
と
し
て
働
け
る
会
社
が
な
か
っ
た
か
ら
」

の
回
答
は
一
四
・
〇
％
と
少
な
い
が
、
契
約

社
員
・
派
遣
労
働
者
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
九
・

三
％
、
二
九
・
一
％
と
比
較
的
高
い
。
現
在 
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の
就
業
形
態
を
や
む
を
え
ず
消
極
的
に
選
択

し
た
者
は
、
短
時
間
パ
ー
ト
で
は
特
に
少
な

い
一
方
で
、
登
録
型
派
遣
、
契
約
社
員
、
若

年
者
・
そ
の
他
パ
ー
ト
で
は
比
較
的
多
い
。 

　
第
二
に
、
労
働
志
向
を
み
る
と
、
九
九
年

調
査
で
は
、
九
四
年
調
査
に
比
べ
、
正
社
員

と
常
用
型
派
遣
、
高
齢
者
パ
ー
ト
（
六
一
歳

以
上
）
で
は
仕
事
重
視
度
が
高
く
な
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
登
録
型
派
遣
や
若
年
者
パ

ー
ト
（
未
婚
で
二
四
歳
以
下
）、
特
に
男
性

で
は
生
活
重
視
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
派

遣
労
働
者
で
は
職
業
意
識
の
高
い
者
が
増
え
、

よ
り
「
専
門
的
な
資
格
・
技

能
を
生
か
せ
る
」
仕
事
に
つ

き
、
勤
め
先
に
対
す
る
期
待

も
高
く
な
っ
て
い
る
。
第
三

に
、
職
場
の
満
足
度
で
は
、

非
正
社
員
は
、
労
働
時
間
・

休
日
数
、
勤
務
体
制
な
ど
の

満
足
度
が
高
く
、
雇
用
の
安

定
性
、
賃
金
、
福
利
厚
生
、

教
育
訓
練
・
能
力
開
発
等
で

低
い
。
な
お
、
賃
金
に
つ
い

て
は
、
正
社
員
の
満
足
度
も

低
い
。
第
四
に
、
社
会
保
険

制
度
や
福
利
厚
生
施
設
等
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
改
善
が

図
ら
れ
る
べ
き
事
項
が
多
い

（
表
２
）。
他
方
、
事
業
所

が
非
典
型
雇
用
労
働
者
を
雇

用
す
る
理
由
と
し
て
は
、｢

人

件
費
の
節
約
の
た
め｣

（
六
一
・

一
％
）
を
挙
げ
る
事
業
所
が

き
わ
立
っ
て
多
い
。
特
に
、

短
時
間
パ
ー
ト
、
そ
の
他
の

パ
ー
ト
で
約
六
割
と
高
い
割

合
で
あ
る
。
以
下
に
続
く
の

は
、
「
景
気
変
動
に
応
じ
て

雇
用
量
を
調
節
す
る
た
め｣

（
三
〇
・
七
％
）、

「
一
日
、
一
週
の
中
の
仕
事
の
繁
閑
に
対
応

す
る
た
め｣

（
二
九
・
六
％
）
等
で
あ
る
。 

　
以
上
を
要
約
す
る
と
、
就
業
形
態
の
多
様

化
は
、
需
要
・
供
給
両
面
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
て
広
が
っ
て
い
る
が
、
雇
用
の
安
定
性
、

能
力
開
発
、
そ
し
て
賃
金
・
社
会
保
険
制
度

等
の
面
で
の
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

労
働
と
家
庭
・
教
育
等
の
生
活
が
両
立
を
求

め
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
処
が
重
要
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。 

 

  

３
．望
ま
れ
る
政
策
対
応 

 

　
二
〇
〇
二
年
七
月
、
雇
用
政
策
研
究
会
（
座

長
　
小
野
旭
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
理

事
長
）
か
ら
、
『
雇
用
政
策
の
課
題
と
当
面

の
展
開
―
「
多
様
選
択
型
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
個
人
の
新
た
な
挑
戦
を
支
援
す
る
政

策
展
開
』
と
題
す
る
報
告
書
が
出
さ
れ
た
。

中
長
期
的
な
雇
用
政
策
の
課
題
と
、
今
後
二

〜
三
年
で
重
点
的
に
展
開
す
る
雇
用
政
策
の

あ
り
方
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
中
で
は
、
複
線
型
で
随
時
選
択
可
能
な
働

き
方
が
用
意
さ
れ
る
べ
き
と
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

下
、
多
様
な
専
門
労
働
者
の
ウ
エ
ー
ト
の
増

加
が
予
測
さ
れ
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
、
契
約
労
働
者
な
ど
の
労
働
内
容

が
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
こ
と
、
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。 

　
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
対
応
が

必
要
で
あ
ろ
う
か
。 

（
１
）
雇
用
の
安
定
性
・
能
力
開
発
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応 

　
多
様
な
就
業
形
態
を
横
断
し
て
、
報
酬
や

就
業
時
間
等
の
条
件
を
一
律
に
規
制
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
雇
用
の
安
定
感
を

高
め
る
た
め
、
書
面
に
よ
る
就
業
条
件
の
明

示
の
徹
底
、
使
用
者
か
ら
の
有
期
雇
用
の
雇

い
止
め
（
契
約
更
新
拒
絶
）
に
対
す
る
何
ら

か
の
規
制
な
ど
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

教
育
訓
練
・
能
力
開
発
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
各
就
業
形
態
を
通
じ
て
満
足
度
が
低
い
。

と
く
に
女
性
に
対
す
る
教
育
訓
練
機
会
が
少

な
い
。
積
極
的
な
改
善
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

（
２
）
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
、
税
制 

　
医
療
保
険
・
公
的
年
金
で
は
、
一
日
又
は

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
お
よ
び
一
カ
月
の

所
定
労
働
日
数
が
通
常
の
就
労
者
の
お
お
む

ね
四
分
の
三
以
上
で
あ
る
者
に
限
り
、
被
用

者
保
険
の
被
保
険
者
と
な
れ
る
。
そ
し
て
、

四
分
の
三
未
満
で
あ
る
と
、
年
収
が
一
三
〇

万
円
以
上
で
国
民
年
金
の
被
保
険
者
、
一
三

〇
万
円
未
満
で
被
用
者
保
険
の
「
被
扶
養
者
」

と
な
る
。
ま
た
、
税
制
に
お
い
て
も
控
除
を

受
け
ら
れ
る
境
界
線
が
あ
る
。
こ
う
し
た
制

度
が
就
業
調
整
を
も
た
ら
し
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
や
高
齢
者
の
一
般
的
な
就
業
条
件
の
向

上
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
永
瀬
伸
子
御
茶
ノ

水
大
学
助
教
授
は
説
得
的
に
説
明
し
て
い
る

（
報
告
書
第
七
章
）。
就
業
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
対
応
し
た
社
会
保
障
の
充
実
を
図
る
観

点
か
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
厚
生
年
金
保

険
（
例
え
ば
、
週
所
定
労
働
時
間
二
〇
時
間

以
上
と
す
る
な
ど
）
や
医
療
保
険
の
適
用
拡

大
、
税
に
お
け
る
配
偶
者
控
除
の
縮
小
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
永
瀬
助
教
授
は
保

険
料
納
付
実
績
を
反
映
し
た
給
付
と
低
所
得

者
へ
の
配
慮
を
あ
わ
せ
た
制
度
改
革
の
必
要

性
を
強
調
し
て
い
る
。 

　
な
お
、
登
録
型
派
遣
労
働
者
は
、
待
機
期

間
の
た
び
に
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
移
る

こ
と
と
な
り
、
届
出
事
務
が
煩
雑
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
二
〇
〇
二
年
四
月

以
降
、
待
機
期
間
が
一
カ
月
を
超
え
な
い
場

合
で
あ
っ
て
、
同
一
の
派
遣
元
か
ら
次
の
派

遣
就
労
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

厚
生
年
金
等
の
適
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
な
る
適
用
拡
大

の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

（
３
）
仕
事
と
家
庭
の
両
立 

　
西
川
真
規
子
法
政
大
学
助
教
授
に
よ
る
と
、

既
婚
女
性
に
多
い
短
時
間
パ
ー
ト
は
、
他
と

比
べ
て
仕
事
の
内
容
と
い
う
よ
り
生
活
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、
短
時
間
勤
務
、
短
時

間
通
勤
を
評
価
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
非
正

社
員
化
し
て
い
る
傾
向
が
一
般
的
に
見
ら
れ

る
。
一
方
、
男
性
は
い
っ
た
ん
正
社
員
の
仕
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事
に
つ
く
と
、
そ
の
後
は
安
定
的
な
職
業
生

活
を
送
る
傾
向
が
強
い
（
報
告
書
第
三
章
）。

こ
う
し
た
家
族
内
の
性
別
役
割
分
業
を
見
直

す
た
め
に
も
、
仕
事
と
家
庭
が
両
立
す
る
就

業
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。 

　
ま
ず
、
正
社
員
、
専
門
職
と
し
て
の
契
約

社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互

の
転
換
制
度
が
考
え
ら
れ
る
が
、
脇
坂
明
学

習
院
大
学
教
授
は
、
パ
ー
ト
の
正
社
員
希
望

は
少
な
い
（
女
性
短
時
間
パ
ー
ト
で
六
・
五

％
、
女
性
そ
の
他
の
パ
ー
ト
で
一
七
・
五
％
）

が
、
こ
れ
は
正
社
員
の
労
働
時
間
が
長
い
か

ら
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
正
社
員

の
パ
ー
ト
希
望
は
さ
ら
に
少
な
い
（
一
％
に

満
た
な
い
）。
脇
坂
教
授
は
、
労
働
時
間
が

短
い
だ
け
で
処
遇
内
容
は
通
常
の
正
社
員
と

同
じ
で
あ
る
「
短
時
間
正
社
員
」
制
度
の
導

入
が
正
社
員
、
パ
ー
ト
の
相
互
転
換
希
望
者

を
増
や
す
と
し
て
い
る
（
報
告
書
第
五
章
）。

日
本
に
お
い
て
も
、
男
女
を
問
わ
ず
、
そ
れ

も
育
児
期
に
限
定
し
な
い
働
き
方
と
し
て
積

極
的
に
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

　
さ
て
、
雇
用
情
勢
が
厳
し
い
現
在
、
雇
用

の
維
持
・
確
保
の
観
点
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
（
二
〇
〇
二

年
一
二
月
の
「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
関

す
る
政
労
使
合
意
」
を
参
照
）。
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
、
つ
ま
り
、
仕
事
の
分
か
ち
あ

い
と
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
雇
用

機
会
を
維
持
・
創
出
し
よ
う
と
す
る
政
策
で

あ
る
。
単
に
各
企
業
な
い
し
日
本
全
体
の
雇

用
拡
大
だ
け
で
な
く
、
よ
り
働
き
や
す
く
暮

ら
し
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
方
策
と
も
な

り
う
る
も
の
で
あ
る
。
佐
藤
博
樹
東
大
教
授

は
、
パ
ー
ト
で
の
仕
事
重
視
者
は
週
の
労
働

日
数
は
少
な
い
が
出
勤
し
た
と
き
は
比
較
的

長
く
働
く
こ
と
を
選
好
し
て
い
る
と
し
、
仕

事
重
視
者
の
パ
ー
ト
参
入
を
促
進
す
る
た
め
、

短
日
数
勤
務
の
働
き
方
の
開
発
が
必
要
だ
と

す
る（
報
告
書
第
四
章
）。
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の

例
を
見
る
と
、
こ
う
し
た
短
日
数
勤
務
の
開

発
も
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
実
現
の
重
要

方
策
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
参
考
文
献

に
挙
げ
た
岩
田
・
金
子
論
文
は
、
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
関
連
の
労
働
政
策
を
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
の
類
型
別
に
、
同
社
会
保
障
政

策
を
各
労
働
者
類
型
と
事
業
主
別
に
そ
れ
ぞ

れ
整
理
し
て
い
る
。
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。 

（
４
）
均
衡
待
遇
の
実
現 

　
永
瀬
助
教
授
は
、
男
女
間
お
よ
び
就
業
形

態
間
の
賃
金
格
差
を
要
因
分
解
す
る
と
、
勤

続
、
学
歴
、
職
種
、
年
齢
、
企
業
規
模
な
ど

で
説
明
で
き
る
賃
金
差
は
大
き
く
な
い
と
し
、

日
本
に
お
け
る
一
番
大
き
い
賃
金
差
の
原
因

は
、
男
女
で
「
年
齢
」
の
評
価
が
異
な
る
こ

と
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
を
指
摘
す
る
（
報
告

書
第
六
章
）。
確
か
に
、
正
社
員
と
他
の
就

業
形
態
の
者
と
の
間
の
処
遇
の
違
い
に
つ
い

て
合
理
的
な
説
明
が
難
し
い
個
別
事
例
も
多

い
。
職
務
の
内
容
、
意
欲
、
能
力
、
経
験
、

成
果
等
に
応
じ
て
処
遇
す
る
「
働
き
に
応
じ

た
公
正
な
処
遇｣

（
厚
生
労
働
省
労
働
政
策

審
議
会
雇
用
均
等
分
科
会
報
告
、
二
〇
〇
三

年
三
月
）
の
実
現
に
向
け
、
政
労
使
の
計
画

的
か
つ
着
実
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。 

   

終
わ
り
に 

 

　
今
後
の
課
題
は
、
雇
用
と
自
営
の
中
間
的

就
業
者
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
・
オ
ー
ナ
ー
や

委
託
契
約
労
働
な
ど
）
や
派
遣
労
働
者
以
外

の
雇
用
先
企
業
以
外
で
働
く
労
働
者
（
製
造

業
の
生
産
現
場
で
働
く
社
外
工
、
事
業
所
の

清
掃
や
警
備
な
ど
の
業
務
を
請
け
負
っ
て
い

る
企
業
の
労
働
者
な
ど
）、
ひ
い
て
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
含
め
た
広

汎
な
働
き
方
全
般
に
ま
た
が
る
総
合
的
分
析

と
政
策
提
言
で
あ
る
。
労
働
政
策
研
究
・
研

修
機
構
で
は
、
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て
、
こ
う
し
た
多
様
な
働
き
方
の

実
態
調
査
と
政
策
課
題
の
提
示
に
挑
戦
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
三
年
半
後
に
最
終
報
告
を

取
り
ま
と
め
る
が
、
途
上
数
次
の
問
題
提
起

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
と
も
あ

れ
、
海
外
の
動
向
も
十
分
に
参
考
に
し
つ
つ
、

わ
が
国
に
お
け
る
労
働
者
・
企
業
双
方
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
多
様
な
就
業
形
態
が
、
「
随

時
選
択
可
能
な
も
の
と
し
て
用
意
さ
れ｣

（
雇

用
政
策
研
究
会
報
告
）、
国
民
生
活
の
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
た
い
。 

 

参
考
文
献 

　
日
本
労
働
研
究
機
構
　『「
非
典
型
雇
用
労
働
者
の

多
様
な
就
業
実
態
―
「
就
業
形
態
の
多
様
化
に
関
す

る
総
合
実
態
調
査
」
等
に
よ
る
実
証
分
析
』
二
〇
〇

三
年
七
月 

　
厚
生
労
働
省
　
雇
用
政
策
研
究
会
報
告
「
雇
用
政

策
の
課
題
と
当
面
の
展
開
―
多
様
選
択
可
能
型
社
会

の
実
現
に
向
け
個
人
の
新
た
な
挑
戦
を
支
援
す
る
政

策
展
開
」
二
〇
〇
二
年
七
月 

　
政
労
使
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
検
討
会
議
「
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
関
す
る
政
労
使
合
意
」
二
〇
〇

二
年
一
二
月 

　
厚
生
労
働
省
　
労
働
政
策
審
議
会
雇
用
均
等
分
科

会
報
告
「
今
後
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
政
策
の
方
向

に
つ
い
て
」
二
〇
〇
三
年
三
月 

　
岩
田
克
彦
・
金
子
能
宏
「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

と
労
働
・
社
会
保
障
政
策
」
、
『
年
金
と
経
済
』

vol21, N
o3

（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
） 

 

岩
田
　
克
彦
（
い
わ
た
・
か
つ
ひ
こ
） 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
統
括
研
究
員

。

主
な
著
書
論
文
に
『
実
践
的
な
労
働
政
策
評

価
の
あ
り
方
、
手
法
を
求
め
て
』（
編
著
、
日

本
労
働
研
究
機
構
調
査
研
究
報
告
書
№
１
６

０
、
二
〇
〇
三
年
）、『
労
働
力
の
高
齢
化
と

日
欧
政
府
・
企
業
の
対
応
　
年
齢
に
か
か
わ

り
な
く
働
け
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
中
心
と
し
て
』（
編
著
、
日
本
労
働
研

究
機
構
、
二
〇
〇
三
年
）
等
。
専
門
分
野
は

高
齢
者
雇
用
、
就
業
形
態
の
多
様
化
等
。 


